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【手続補正書】
【提出日】令和2年7月6日(2020.7.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　　第１および第２の対向する平坦側部、切断端、および対向する非切断端を有する非導
電性平坦部材と、
　　それぞれ、前記非導電性平坦部材の前記第１の対向する平坦側部に配置され、前記第
１の対向する平坦側部の少なくとも一部は前記非導電性平坦部材の前記切断端付近に露出
する、第１のアクティブ電極および第１のリターン電極と、
　　それぞれ、前記非導電性平坦部材の前記第２の対向する平坦側部に配置され、前記第
２の対向する平坦側部の少なくとも一部は、前記非導電性平坦部材の前記切断端付近に露
出する、第２のアクティブ電極および第２のリターン電極と
　を有する超極性電気外科用ブレード
　を備える超極性電気外科装置。
【請求項２】
　前記第１の対向する平坦側部に配置される前記第１のアクティブ電極の少なくとも一部
は、前記第２の対向する平坦側部に配置される前記第２のリターン電極の少なくとも一部
を反映し、前記第１の対向する平坦側部にある前記第１のリターン電極の少なくとも一部
は、前記第２の対向する平坦側部にある前記第２のアクティブ電極の少なくとも一部を反
映する、請求項１に記載の超極性電気外科装置。
【請求項３】
　前記非導電性平坦部材がセラミックを含む、請求項１に記載の超極性電気外科装置。
【請求項４】
　前記第１および第２のアクティブ電極ならびに前記第１および第２のリターン電極がそ
れぞれ、ステンレス鋼、銅、およびタングステンのうちの少なくとも１つを含む、請求項
１に記載の超極性電気外科装置。
【請求項５】
　前記第１のアクティブ電極、前記第１のリターン電極、前記第２のアクティブ電極、お
よび前記第２のリターン電極の各々が、前記非導電性平坦部材の全長の半分より長く延び
る細長い導電層を備える、請求項１に記載の超極性電気外科装置。
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【請求項６】
　前記第１のアクティブ電極の前記細長い導電層の少なくとも一部分は、前記非導電性平
坦部材の前記第１の対向する平坦側部の対向する細長い縁部の少なくとも１つに、またそ
の一部の長さに沿って延在する、請求項５に記載の超極性電気外科装置。
【請求項７】
　前記第１のリターン電極の前記細長い導電層の少なくとも一部分は、前記非導電性平坦
部材の前記第１の対向する平坦側部の対向する細長い縁部の少なくとも１つに、またその
一部の長さに沿って延在する、請求項５に記載の超極性電気外科装置。
【請求項８】
　前記非導電性平坦部材の前記第２の対向する平坦側部にある前記第２のリターン電極の
前記細長い導電層の少なくとも一部分は、前記非導電性平坦部材の前記第１の対向する平
坦側部にある前記第１のアクティブ電極の前記細長い導電層の少なくとも一部分を反映し
、前記非導電性平坦部材の前記第２の対向する平坦側部にある前記第２のアクティブ電極
の前記細長い導電層の少なくとも一部分は、前記非導電性平坦部材の前記第１の対向する
平坦側部にある前記第１のリターン電極の前記細長い導電層の少なくとも一部分を反映す
る、請求項５に記載の超極性電気外科装置。
【請求項９】
　第１の端部と第２の端部とを有するハンドピースをさらに含み、前記超極性電気外科用
ブレードが前記ハンドピースの前記第１の端部内に配置される、請求項１に記載の超極性
電気外科装置。
【請求項１０】
　前記ハンドピースが、内部に含まれる煙排出チャネルをさらに備える、請求項９に記載
の超極性電気外科装置。
【請求項１１】
　前記ハンドピースが、切断用の少なくとも１つの作動ボタンと凝固用の少なくとも１つ
の作動ボタンとを含む、請求項９に記載の超極性電気外科装置。
【請求項１２】
　第１の端部と第２の端部とを有するハンドピース部材と、
　前記超極性電気外科用ブレードが前記中空伸縮部材の前記第１の端部内に配置され、前
記中空伸縮部材の少なくとも一部が前記ハンドピース部材の前記第１の端部内に同心円状
に配置されている、第１の端部を有する中空伸縮部材と、
　前記超極性電気外科用ブレードの前記第１および第２のアクティブ電極と接触し、前記
中空伸縮部材内に含まれる第１の中空導電性管状部材と、
　前記超極性電気外科用ブレードの前記第１および第２のリターン電極と接触し、前記中
空伸縮部材内に含まれる第１の中実導電性円筒形部材と、
　前記第１の中実導電性円筒形部材の少なくとも一部分が前記第２の中空導電性管状部材
の少なくとも一部分の内部に含まれるように前記ハンドピース部材内に含まれる第２の中
空導電性管状部材と、
　前記第２の中実導電性円筒形部材の少なくとも一部分が前記第１の中空導電性管状部材
の少なくとも一部分の内部に含まれるように、前記ハンドピース部材内に含まれる第２の
中実導電性円筒形部材と
　をさらに備える、請求項１に記載の超極性電気外科装置。
【請求項１３】
　前記ハンドピース部材が、前記手術部位から煙とデブリのうちの少なくとも１つを排出
するための、前記中空伸縮部材の内部と連通する煙排出チャネルをさらに備える、請求項
１２に記載の超極性電気外科装置。
【請求項１４】
　前記ハンドピース部材の内部に配置され、前記第２の中実導電性円筒形部材の少なくと
も一部分と前記第２の中空導電性管状部材の少なくとも一部分が通っている第１の支持部
材をさらに備える、請求項１３に記載の超極性電気外科装置。
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【請求項１５】
　前記中空伸縮部材内に配置され、前記超極性電気外科用ブレードの前記第１および第２
のアクティブ電極の少なくとも一部分と前記超極性電気外科用ブレードの前記第１および
第２のリターン電極の少なくとも一部が通っている第２の支持部材をさらに備える、請求
項１４に記載の超極性電気外科装置。
【請求項１６】
　前記ハンドピース部材が、切断用の少なくとも１つの作動ボタンと凝固用の少なくとも
１つの作動ボタンとを含む、請求項１４に記載の超極性電気外科装置。
【請求項１７】
　第１の端部と第２の端部とを有するハンドピース部材と、
　前記超極性電気外科用ブレードが前記中空伸縮管状部材の前記第１の端部内に配置され
、前記中空伸縮管状部材の少なくとも一部が前記ハンドピース部材の前記第１の端部内に
同心円状に配置されている、第１の端部および第２の端部を有する中空伸縮管状部材と、
　前記超極性電気外科用ブレードの前記第１および第２のアクティブ電極と接触し、前記
中空伸縮管状部材内に含まれる第１の中実導電性円筒形部材と、
　前記超極性電気外科用ブレードの前記第１および第２のリターン電極と接触し、前記中
空伸縮管状部材内に含まれる第１の中空導電性管状部材と、
　前記第２の中実導電性円筒形部材の少なくとも一部分が前記第１の中空導電性管状部材
の少なくとも一部分の内部に含まれるように前記ハンドピース部材内に含まれる第２の中
実導電性円筒形部材と、
　前記第１の中実導電性円筒形部材の少なくとも一部分が前記第２の中空導電性管状部材
の少なくとも一部分の内部に含まれるように、前記ハンドピース部材内に含まれる第２の
中空導電性管状部材と
　をさらに備える、請求項１に記載の超極性電気外科装置。
【請求項１８】
　前記ハンドピース部材が、前記手術部位から煙とデブリのうちの少なくとも１つを排出
するための、前記中空伸縮管状部材の内部と連通する煙排出チャネルをさらに備える、請
求項１７に記載の超極性電気外科装置。
【請求項１９】
　前記ハンドピース部材の内部に配置され、前記第２の中実導電性円筒形部材の少なくと
も一部分と前記第２の中空導電性管状部材の少なくとも一部分が通っている第１の支持部
材をさらに備える、請求項１８に記載の超極性電気外科装置。
【請求項２０】
　前記中空伸縮管状部材内に配置され、前記超極性電気外科用ブレードの前記第１および
第２のアクティブ電極の少なくとも一部分と前記超極性電気外科用ブレードの前記第１お
よび第２のリターン電極の少なくとも一部が通っている第２の支持部材をさらに備える、
請求項１９に記載の超極性電気外科装置。
【請求項２１】
　前記ハンドピース部材が、切断用の少なくとも１つの作動ボタンと凝固用の少なくとも
１つの作動ボタンとを含む、請求項１９に記載の超極性電気外科装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　１つの例示的な実施形態では、本発明の超極性伸縮電気外科用ハンドピース／ペンシル
は、第１の端部と第２の端部とを有するハンドピース部材、中空伸縮部材の少なくとも一
部分がハンドピース部材の第１の端部内に同心円状に配置される、第１の端部と第２の端
部を有する中空伸縮部材、中空伸縮部材の第１の端部内に配置されるアクティブおよびリ
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ターン接点を有する電気外科用ブレード、電気外科用ブレードのアクティブ接点と接触し
、中空伸縮部材内に含まれる第１の中空導電性管状部材、電気外科用ブレードのリターン
接点と接触し、中空伸縮部材内に含まれる第１の中実導電性円筒形部材、第１の中実導電
性円筒形部材の少なくとも一部分が第２の中空導電性管状部材の少なくとも一部分内に含
まれるように、ハンドピース部材内に含まれる第２の中空導電性管状部材、ならびに第２
の中実円筒形部材の少なくとも一部分が第１の中空導電性管状部材の少なくとも一部分内
に含まれるように、ハンドピース部材内に含まれる第２の中実円筒形部材を含む。ハンド
ピース部材はさらに、煙および／またはデブリを手術部位から排出する中空伸縮部材の内
部と連通する煙排出チャネルを含む。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２２】
　別の例示的な実施形態では、本発明の超極性伸縮電気外科用ハンドピース／ペンシルは
、第１の端部と第２の端部とを有するハンドピース部材と、中空伸縮管状部材の少なくと
も一部分がハンドピース部材の第１の端部内に同心円状に配置される、第１の端部と第２
の端部を有する中空伸縮管状部材と、中空伸縮管状部材の第１の端部内に配置されるアク
ティブおよびリターン接点双方を有する電気外科用ブレードと、電気外科用ブレードのア
クティブ接点と接触し、中空伸縮管状部材内に含まれる第１の中実導電性円筒形部材と、
電気外科用ブレードのリターン接点と接触し、中空伸縮管状部材内に含まれる第１の中空
導電性管状部材と、第２の中実導電性円筒形部材の少なくとも一部分が第１の中空導電性
管状部材の少なくとも一部分内に含まれるように、ハンドピース部材内に含まれる第２の
中実導電性円筒形部材と、第１の中実導電性円筒形部材の少なくとも一部分が第２の中空
導電性管状部材の少なくとも一部分内に含まれるように、ハンドピース部材内に含まれる
第２の中空導電性管状部材とを含む。前述の例示的な実施形態と同様に、ハンドピース部
材はさらに、煙および／またはデブリを手術部位から排出する中空伸縮管状部材の内部と
連通する煙排出チャネルを含む。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３９】
　図１０は、本発明の超極性伸縮電気外科用ハンドピース／ペンシル１１０の第１の例示
的な実施形態の側面斜視図であり、ハンドピース／ペンシル１１０の内部を見られた場合
に現れるものとした、超極性伸縮電気外科用ハンドピース／ペンシル１１０の内部構成要
素を示す。超極性伸縮電気外科用ハンドピース／ペンシル１１０は、第１の端部１１４と
第２の端部１１６とを有するハンドピース部材１１２、中空伸縮部材１１８の少なくとも
一部分がハンドピース部材１１２の第１の端部１１４内に同心円状に配置される第１の端
部１２０と第２の端部１２２を有する中空伸縮部材１１８であって、電気外科用ブレード
１２４が第１の端部１２０内に配置されるアクティブ接点１２６およびリターン接点１２
８の双方を有する中空伸縮部材１１８、電気外科用ブレード１２４のアクティブ接点１２
６と接触し、中空伸縮部材１１８内に含まれる第１の中空導電性管状部材１３０、電気外
科用ブレード１２４のリターン接点１２８と接触し、中空伸縮部材１１８内に含まれる第
１の中実導電性円筒形部材１３２、第１の中実円筒形部材１３２の少なくとも一部分が第
２の中空導電性管状部材１３４の少なくとも一部分内に含まれるように、ハンドピース部
材１１２内に含まれる第２の中空導電性管状部材１３４、ならびに第２の中実導電性円筒
形部材１３６の少なくとも一部分が第１の中空導電性管状部材１３０の少なくとも一部分



(5) JP 2019-521796 A5 2020.8.13

内に含まれるように、ハンドピース部材１１２内に含まれる第２の中実導電性円筒形部材
１３６を含む。当業者に理解されるように、それぞれが絶縁体で被覆される電線などの、
切断および／または凝固を作動させるためにハンドピース部材１１２の中または上に配置
された回路基板に電気外科用ブレード１２４のアクティブ接点１２６およびリターン接点
１２８を接続するための他の手段を利用できる。それは、例えば絶縁された電線に耐久性
があり、アクティブ接点およびリターン接点に接続されたそれぞれの電線が互いに接触し
ないことを保証することができる場合などに限られる。しかし、本明細書に示し説明した
例示的な実施形態を参照して説明した中実導電性円筒形部材および中空導電性管状部材は
、ハンドピース／ペンシルを用いた切断および／または凝固の活性化を可能にする、超極
性電気外科用ブレードのアクティブ接点およびリターン接点を回路基板に接続するための
優れた手段であると考えられる。さらに、本明細書に示され記載される例示的な実施形態
を参照して説明される中実導電性円筒形部材および中空導電性管状部材を利用して、故障
に大幅に曝されにくいハンドピース／ペンシル、およびハンドピース／ペンシルの使用中
に誤動作が起こって、患者および／または使用者／外科医に傷害をもたらす可能性がはる
かに低いハンドピース／ペンシルを作り出す。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４５】
　図１２は、本発明の超極性伸縮電気外科用ハンドピース／ペンシル２００の第２の例示
的な実施形態の側面斜視図であり、ハンドピース／ペンシル２００の内部を見られた場合
に現れるものとした、超極性伸縮電気外科用ハンドピース／ペンシル２００の内部構成要
素を示す。超極性伸縮電気外科用ハンドピース／ペンシル２００は、第１の端部２１４と
第２の端部２１６とを有するハンドピース部材２１２、中空伸縮部材２１８の少なくとも
一部分がハンドピース部材２１２の第１の端部２１４内に同心円状に配置される第１の端
部２２０と第２の端部２２２を有する中空伸縮部材２１８、中空伸縮部材２１８の第１の
端部２２０内に配置されるアクティブ接点２２６およびリターン接点２２８の双方を有す
る電気外科用ブレード２２４、電気外科用ブレード２２４のアクティブ接点２２６と接触
し、中空伸縮部材２１８内に含まれる第１の中実導電性円筒形部材２３０、電気外科用ブ
レード２２４のリターン接点２２８と接触し、中空伸縮部材２１８内に含まれる第１の中
空導電性管状部材２３２、第２の中実導電性円筒形部材２３４の少なくとも一部分が第１
の中空導電性管状部材２３２の少なくとも一部分内に含まれるように、ハンドピース部材
２１２内に含まれる第２の中実導電性円筒形部材２３４、ならびに第１の中実導電性円筒
形部材２３０の少なくとも一部分が第２の中空導電性管状部材２３６の少なくとも一部分
内に含まれるように、ハンドピース部材２１２内に含まれる第２の中空導電性管状部材２
３６を含む。当業者に理解されるように、それぞれが絶縁体で被覆される電線などの、切
断および／または凝固を作動させるためにハンドピース部材２１２の中または上に配置さ
れた回路基板に電気外科用ブレード２２４のアクティブ接点２２６およびリターン接点２
２８を接続するための他の手段を利用できる。それは、例えば絶縁された電線に耐久性が
あり、アクティブ接点およびリターン接点に接続されたそれぞれの電線が互いに接触しな
いことを保証することができる場合などに限られる。しかし、本明細書に示し説明した例
示的な実施形態を参照して説明した中実導電性円筒形部材および中空導電性管状部材は、
ハンドピース／ペンシルを用いた切断および／または凝固の活性化を可能にする、超極性
電気外科用ブレードのアクティブ接点およびリターン接点を回路基板に接続するための優
れた手段であると考えられる。さらに、本明細書に示され記載される例示的な実施形態を
参照して説明される中実導電性円筒形部材および中空導電性管状部材を利用して、故障に
大幅に曝されにくいハンドピース／ペンシル、およびハンドピース／ペンシルの使用中に
誤動作が起こって、患者および／または使用者／外科医に傷害をもたらす可能性がはるか
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に低いハンドピース／ペンシルを作り出す。
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